【教育実習後(11/　　　　記入)】
教育実習(10/5～30)を振り返って、最終日にはどこまで到達していたかを自己評価してみよう。
自己評価チェックシート（　　年　　組配属［履修番号　　　　　］氏名　　　　　　　　）
　　　　　　　（Ａ：よくできた　Ｂ：できた　Ｃ：努力が必要）　ＡＢＣを記入
	
	到　達　目　標
	評価

	実習態度
	１．遅刻・無断外出等なく、熱心に実習に取り組むことができた。
	

	
	２．教育者として適切な言葉遣いができた。
	

	
	３．学校・学年行事・集会等に積極的に参加できた。
	

	
	４．他の実習生と共通理解を図り、協力して教育活動に取り組むことができた。
	

	
	５．子どもの登校前、休み時間、下校後等に教室内外の環境整備に取り組む
ことができた。
	

	子ども理解
	１．子どもの行動や交友関係等を観察し、子どもへの理解を深めようとした。
	

	
	２．子どもと接する機会をつくり、子ども一人ひとりの理解に努めた。
	

	
	３．子どもと接する中で、個々の子どもの特性や違いが理解できた。
	

	
	４．その場の状況や子どもの状態にあった対応を判断できた。
	

	
	５．子どもの話を最後まで聞いて、気持ちを受け止めることができた。
	

	生徒指導
	１．学校の決まりをよく理解し、個に応じた指導ができた。
	

	
	２．朝の会、終わりの会で、適切な指導ができた。
	

	
	３．給食時、子どもの服装や配膳、食事指導に努めた。
	

	
	４．自ら率先して清掃美化に努め、子どもにも適切な清掃指導ができた。
	

	
	５．週目標、一日のめあて等を考慮して子どもの指導に取り組むことができた。
	

	学習指導
	授業前
	１．単元のねらいや子どもの実態等をふまえ、工夫、創造された授業の準備ができた。（授業構想、指導案等）
	

	
	
	２．教具やワークシートの準備ができた。
	

	
	授業後
	３．１時間のねらいを明確にして、学習指導ができた。
	

	
	
	４．準備した教材、教具を有効に使用することができた。
	

	
	
	５．子どもの反応を生かし、子どもの活動を大切に授業をすすめることができた。
	

	
	
	６．発問や板書が学習に有効に働くように工夫できた。
	

	自己啓発
	１．授業研究会、選択実習等に進んで参加し、さまざまな方面から、指導の在り方を積極的に学ぼうとした。
	

	
	２．担当教諭からの指導や、実習生からの批評・意見に対して素直に耳を傾けることができた。
	

	
	３．授業の反省、分析から、問題点を把握し、次の改善策や課題を提示できた。
	

	
	４．教育実習の記録を丹念にとり、定められた日時に提出することができた。
	


	ひとこと、どうぞ。




【教育実習後(11/　　記入)】（　　年　　組配属［履修番号　　　　　］氏名　　　　　　　　）

１．教育実習を振り返って、後輩に、「教育実習では、○○○・・・が学べる」ということを伝えるとしたら、あなたはどのように伝えますか。

２．教育実習を振り返って、卒業までに、あなたが身につけるべきだと考えることは、何ですか(勉学について)。
　
３．教育実習を振り返って、卒業までに、あなたが身につけるべきだと考えることは、何ですか(社会性や人間性について)。
４．前項１をふまえて、実習前に準備しておくことや実習中に注意してほしいことなど、これから実習に行く後輩へのアドバイスをどうぞ。
	①　寺嶋先生の授業内で、一度自筆で記入したものをコピーし、紙ベースで手元用と寺嶋先生提出用の２部を作る。１部は、寺嶋先生に提出する。
②　残りの１部を見ながらデータ化する。それを印刷して、他の実習シートと同様に、クリアブックに入れる。なお、本シートのフォーマットは、学部HPからダウンロードする。
③　クリアブックにすべての実習シートを順序よく整理し、そのデータを格納しているUSBなどの媒体とともに、学部メンター室内の箱に提出する。

④　提出締め切りは、下記のとおり。

a班(11/10記入クラス)　→　11/17　　　b班(11/17記入クラス)　→　11/25




















































































































